








雄和地域包括支援センター　緑水苑 ☎ 881-3511

陶芸教室
雄和「陶・いやしろち」窯　　講師：秋山 章子氏

  概要
　陶芸教室の始まりは雄和地区に３ヶ所の窯元があったことか
ら、これを利用し資源開発出来ないものかと考えたことがきっ
かけでした。
　地域の陶芸家と連携を取り、陶芸を通じて仲間づくりを行う
ことを目的に始まりました。また、多忙な日々を過ごしている
地域の皆さんに少しだけハイソサエティーな空間を過ごして貰
いたいと日頃から考えていました。
　令和２年度から始まり、今年度で５年目の開催となりました。
地域への PR策として募集チラシを作成し、各公共施設などへ
の掲載や各地域を回り配布しながら幅広く参加者を募集しまし
た。
　毎年度、10名～ 13名の参加者が１週間で１回の教室を４
週にわたって実施。講師料や材料費はすべて実費です。
　教室では指先を使い、頭を活性化させながら一つしかない自
分だけの作品に仕上げていきます。作品を完成させる工程で仲
間の輪も広がり、日常の生活では感じることが無い豊かな空間
に心が癒されます。そんな雰囲気の素敵な教室になっています。
　また、最終日にはミニカフェを開きゆったりとした工房でお
茶をしながら反省会交流します。
　完成した作品は雄和市民サービスセンターのロビーやユービ
スまつり時に展示をして、地域の皆さんに披露することで、多
くの皆さんに陶芸のすばらしさとものづくりの楽しさを感じて
ほしいと思っています。

通いの場

陶芸教室　成形の様子

雄和市民サービスセンター　ユービスまつり展示
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  概要
　秋田市内の福祉施設が、地域貢献事業として「移送支援」を
行っているとの情報を得て協議体で報告。協議体委員のお一人
（介護事業所施設長）が興味を持たれ、一緒に当該事業所に説
明を聞きに行ったことが始まりです。その後、当協議体で、「ど
この地区で」「誰を対象に」「どのくらいの頻度で」「保険につ
いて」等検討を重ねて実施に至りました。
　今年５月から支援を開始。実施主体の事業所に無理の無いよ
う月一回としました。対応可能人数は５名。
　集合場所からワゴン車で商業施設に向かいます。帰りは、そ
れぞれのご自宅前までお送りしています。重い荷物の心配なく、お米や醤油なども安心して購入でき
る機会となっています。

買い物支援
わいわいショッピング（毎月 第２水曜日）

通いの場買い物支援

寺内地域包括支援センター寿光園 ☎ 853-6300

地域包括支援センター主導の健康教室
イオン土崎港店健康教室（毎月 第4木曜日）

  概要
　昨年度から実施している「イオン土崎港店健康教室」。昨年
度は５回、今年度は店長さんのご協力もあり、毎月１回、通年
で実施しています。昨年行ったアンケートやワークショップで
の意見を踏まえ、スマホ教室や講話等も取り入れました。土崎
包括生活支援コーディネーターと協同で、「開催内容の決定」「講
師の依頼」「チラシの作成」「当日の会場設営」を行っています。
何よりも、イオン店長さんと、社員の方々のご協力あっての事
業であり、都度の連絡・調整を大切にしています。

通いの場通いの場

今年度から始めました
堂ノ沢サロン（毎月 第２火曜日）

  概要
　昨年度、「アタマとカラダの健康教室」を実施した地区で、
町内のサロンとして今年度より活動を開始しました。公的な事
業や、事業所で行う無料出前講座を中心に、包括から情報提供
しながら地域の方と一緒に年間計画を立てました。活動を進め
るうちに、町内からまた、地区社協からも助成を受けることが
できたことから、体操を中心とした活動をするために有料の講
師を招くこともできるようになりました。

通いの場通いの場
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外旭川地域包括支援センターコネクト ☎ 869-7755

創意工夫で毎回楽しい！【わんわんサロン】

  概要
　令和 5年度認知症予防事業「アタマとカラダの健康教室」
のメンバーで立ち上げたサロンです。「教室終了後も集まりた
い。」と令和 6年 4月から自主的に活動しています。サロン名
は、近くのこども園に許可をいただき、園児たちとも交流がで
きたらいいなとの願いを込めて命名しました。
■活動内容： 秋田県民歌の歌唱、ラジオ体操、ストレッチ、談

話、ゲーム、介護予防セルフケア事業等
■活 動 日： 第 2、4木曜日　13：30～ 15：00
 外旭川連合公民館
■参 加 者：6～ 8名
■運営体制： 民生委員をされている方が先頭に立ち、鍵の管理

や講座等の申込みを行っています。その他、スト
レッチの担当など役割分担をして活動しています。

  毎回ゴルフやボーリングなどのゲームは大盛り上
がりです。

通いの場

明るく・楽しく♪【サロン・ハッピー】

  概要
　令和5年4月から活動をスタートしました。毎月1回集まり、
いいあんべぇ体操や口腔体操などしています。関心のある事柄
のDVDを観たり、講師を招いて講話を聴いたり、明るい雰囲
気のサロンです。
■活動内容： 体操の他、令和 6年度は認知症サポーター養成

講座、特殊詐欺の講話、健康講座等。忘年会ラン
チなどのお楽しみもあり。

■活 動 日： 第 3月曜日　14：00～ 15：30
 将軍野東花園町内会館
■参 加 者：13～ 15名
■運営体制： 元民生委員の方が代表となり、サロンをまとめて

います。年末には参加者同士で意見を出し合い、
次年度のおおまかな計画を立てます。「赤飯づく
り」や「絵本と琴演奏」など、得意なことを教え
合ったり、趣味を披露する場ともなっていて、生
き生きと明るいサロンです。

通いの場
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  概要
　『街のえき』開店準備中！
　商店街で２代続く衣料品店の店主の門間さん。経営者の顔と
舞踊の先生の顔を持つ多才な方です。
　第１層協議体委員となり、「みんなでささえあうまちづくり
活動報告集」に店の一部を憩いの場として提供している事例を
見てひらめいたそうです。
　商店街の通り沿いに面していてバスの停留所にもなっている
立地を生かし、気軽に立ち寄れてホッとできる場所として地域
貢献したいと奮闘中です。

土崎のお宝人通いの場地域資源（人）

土崎地域包括支援センター永覚町 ☎ 846-6471

桜並木の会

  概要
　令和５年度アタマとカラダの健康教室から継続の集いの場です。
　令和６年度は生活支援コーディネーター主体で継続してきました。
　令和７年２月から講師を迎え自主化となります。
■活 動 日：月２回　第２、４木曜日　14：00～ 15：30
■場　　所：株式会社かんきょう本社
■参 加 費：月２回　500円

通いの場通いの場

認知症カフェ

  概要
　令和６年４月土崎に認知症カフェ『らしく』が誕生しました。
　認知症や介護が必要になってもその人らしく地域で過ごして
いけるようにとの意味が込められています。
■主　　催：ケアコンプレックス将軍野
 訪問看護ステーションみなと町
■開 催 日：月１回第４土曜日
 10：00～ 12：00
■場　　所：喫茶やわらぎ
 秋田市土崎港中央１丁目 21－ 36

通いの場通いの場

街のえき
開店準備中
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飯島地域包括支援センター金寿園 ☎ 853-5820

  概要
■活動内容：ワロック (石に絵を描いて石が旅をします )
■開 催 日：令和２年 10月 26日　初回開催
 毎月第４木曜日　10：00～ 12：00
■場　　所：飯島地区コミュニティセンター
■参 加 者：代表／齊藤さん　会員／６名
　海から拾ってきた石をきれいに洗って、ポスカやアクリル絵の具で、自由に絵を描きます。描いた
石は市内の交換所で交換できます。市外まで旅をする石も多くあります。飯島で交換所は４カ所✌

ろっく会

通いの場

結びの会（旧かんきょうの会）
  概要
■活動内容： 健康体操、認知症予防体操、防災やスマホ教室など

さまざまな活動をしています。
■開 催 日：令和３年２月 19日　初回開催
 毎月第 1、3金曜日　10：00～ 12：00
■場　　所：飯島南地区コミュニティセンター
■参 加 者：代表／齋藤さん　会員／ 14名
　健康体操や脳トレ、介護予防、フレイル予防で健康寿命を延伸
しましょう (*^-^*)

ほがらか会
  概要
■活動内容：ピンポンの会 (健康卓球・おしゃべり )
■開 催 日：令和３年４月 14日　初回開催
 毎月第２、４水曜日　10:00 ～ 12：00
■場　　所：港北地区コミュニティセンター
■参 加 者：代表／阿部さん　会員／６名
　初心者の方も、経験者の方も楽しくやっています。皆で仲良くやりましょう！
　練習後の、おしゃべりがまたいいです。運動もおしゃべりも大切ですよね(*^^)v

「集いの場」が集まって情報交換会
令和6年10月3日
  概要
　令和２年から出来上がった集いの場が今年で10か所 (趣
味や運動の会など )となり、横のつながりを求め、“お楽し
み会 ” と題して情報交換会を開きました。今後の継続のヒ
ントになるお話も、沢山聞く事が出来ました (^^ ♪

－ 17 －



  概要
■活 動 日：毎月第１、３火曜日　10：00～ 11：30
■場　　所：県立小泉潟公園　パークセンター
■参 加 費：１回　100円　　申し込みは不要　直接会場に来てください。
■準 備 物：動きやすい服装、外靴・水分補給用の飲み物
■活動内容： いいあんべぇ運動を 20分行った後に 20分コースと 50分コースに分かれ、公園や小

泉潟をウォーキングしています。（体操のみの参加も大歓迎）
  季節ごとに変化する四季折々の草花や景色、野鳥等を楽しみながらのウォーキングで自

然に参加者同士の会話もひろがります。
 冬でも天気が良い日はウォーキングと雪遊び（雪山すべり）を楽しみます。
 荒天時は室内の運動や講話、博物館見学に変更します。

下新城地域包括支援センターニコニコ ☎ 800-7075

いいあんべぇ運動（初級）
～体操とウォーキング～

通いの場

  概要
　“地域が大好き”との思いから自ら作詞、作曲を手掛け、金足音頭を完成させました。
　施設訪問で出会った入所者様から知らない昔の歌を教えてもらう事もあり、童謡、
唱歌、歌謡曲、軍歌等のレパートリーは数知れず。
　バスガイドをしていたことから人前で歌うことにも慣れており歌の背景の紹介も
得意です。ジーバー・トリオを結成し、民謡日本一の歌と踊りとトークでみんなの心を元気に！と、これ
まで沢山の施設訪問やイベントに出演しています。お声がかかれば、どこへでも行きます。
　今年度、はつらつくらぶ（童謡・唱歌を歌う会）の講師として参加者の皆さんと楽しんでいます。

郷土愛あふれる誇れる逸材
～ボランティア活動歴 ３５年～

地域資源（人）

金足地区在住
川上 紀代香氏

はつらつくらぶの様子 イベントの様子
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　私たちを取り巻く環境は少子高齢化が進展するなか、隣近所のつながりが薄れつつあります。
また、新型コロナウイルス感染症が影響し、社会的な孤立が、これまで以上に発生しやすい状
況になっています。
　住み慣れた地域で安心して暮らし続けるためには、行政や医療・介護保険制度だけでなく、
仲間とのつながりを持ち、「お互いさま」で助け合うことが重要です。高齢者が地域づくりの一
員として活動することが生きがいとなり、自分自身の介護予防にもつながり健康寿命を延ばす
ことになります。顔の見える関係をつくっていくことで、支援や介護が必要になっても地域社
会から疎遠になることなく、住み慣れた地域で暮らしを続けることにつながります。

　この冊子は、市内１８か所の地域包括支援センターで行われている活動のなかでも特に紹介
したい地域資源（お宝）について、経緯や活動内容などを掲載しています。「自分に何かできる
ことがないだろうか」「地域の役に立ちたい」など何かを始めたいとの思いを持ちながら一歩を
踏み出すことに躊躇しているかた、現在の活動を長く続けたいと考えているかたなどに、他の
地域の活動を知ってもらい、自身の活動のきっかけや取り組みの参考にしていただきたいとい
う思いで作成しました。

　「介護が必要な状態になっても
誰もが安心して住み慣れた地域で
暮らし続けられる」地域をつくる
ために住民同士が、地域の困りご
との解決に向けて話し合う事業。
　ささえあうまちづくりをすすめ
ています。

高齢者生活支援体制整備事業とは

活動報告集作成のねらい

ささえあうまちづくりをすすめるために

～おわりに～
　生活支援コーディネーターは掲載されている地域資源以外にも様々な情報を把握しています。
地域にある通いの場を知りたい、自分でも何か活動を始めてみたいなどありましたら、ぜひお
住まいの地区の地域包括支援センターにいる生活支援コーディネーターにご連絡ください。



秋田市高齢者生活支援体制整備事業
秋田市支え合い活動促進ネットワーク

令和7年2月作成

秋田市高齢者生活支援体制整備事業
秋田市支え合い活動促進ネットワーク

令和7年2月作成

みんなでささえあうまちづくり
活動報告集


